
平成年月日 月曜日 (第号付録) 月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
国

民
健
康
保
険
法
に
よ
る
被
用

者
保
険
等
保
険
者
拠
出
金
等

の
算
定
等
に
関
す
る
省
令
第

二
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き

平
成
二
十
九
年
度
の
拠
出
金

調
整
金
額
の
算
定
に
係
る
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を

定
め
る
件

三
一
69

一
五
七

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で

の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大

臣
が
指
定
す
る
高
度
管
理
医

療
機
器
、
管
理
医
療
機
器
及

び
一
般
医
療
機
器
の
一
部
を

改
正
す
る
件

三
一
69

一
五
八

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
厚

生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
特

定
保
守
管
理
医
療
機
器
の
一

部
を
改
正
す
る
件

三
一
69

一
五
九

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二

十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働

大
臣
が
基
準
を
定
め
て
指
定

す
る
医
療
機
器
の
一
部
を
改

正
す
る
件

三
一
69

一
六
〇

医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用

医
薬
品
の
製
造
管
理
及
び
品

質
管
理
の
基
準
に
関
す
る
省

令
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
製
造
管
理
又
は
品
質

管
理
に
注
意
を
要
す
る
も
の

と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
一
般
医
療
機
器
の
一

部
を
改
正
す
る
件

三
一
69

一
六
一

救
済
給
付
の
現
価
に
相
当
す

る
額
の
算
定
方
法
の
一
部
を

改
正
す
る
件

三
一
69

一
六
二

生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
一
69

一
六
三

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行

規
則
第
四
十
五
条
の
二
第
二

項
第
九
号
等
の
規
定
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校

を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改

正
す
る
件

三
一
69

一
六
四

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る

援
護
に
関
す
る
法
律
第
十
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生

労
働
大
臣
の
定
め
る
負
傷
又

は
疾
病
の
一
部
を
改
正
す
る

件

三
一
69

一
六
五

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推

進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則

第
四
条
の
厚
生
労
働
大
臣
が

指
定
す
る
地
域
の
一
部
を
改

正
す
る
件

三
一
69

一
六
六

消
費
税
法
施
行
令
第
十
四
条

の
三
第
五
号
の
規
定
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
資
産
の
譲
渡
等
及
び
消
費

税
法
施
行
令
第
十
四
条
の
二

第
三
項
第
十
二
号
の
規
定
に

基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
資
産
の
譲
渡
等
の
一

部
を
改
正
す
る
告
示

三
一
69

一
六
七

租
税
特
別
措
置
法
第
十
二
条

の
二
第
一
項
及
び
第
四
十
五

条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
機
械
及
び
装
置

並
び
に
器
具
及
び
備
品
を
指

定
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

三
一
特7

一
六
八

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
及
び

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の

施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関

係
告
示
の
整
理
に
関
す
る
告

示

三
一
特8

一
六
九

雇
用
保
険
法
附
則
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域

を
定
め
る
件

三
一
特8

一
七
〇

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収

等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

基
づ
き
雇
用
保
険
率
を
変
更

す
る
件

三
一
特8

一
七
一

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百

十
八
条
の
三
第
四
項
第
二
号

ロ
及
び
第
三
号
イ

に
規
定

す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
研
修
の
一
部
を
改
正
す
る

件

三
一
特8

一
七
二

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百

十
二
条
第
二
項
第
一
号
イ

の
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
地
域
の
一
部
を
改
正
す
る

件

三
一
特8

〇
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、

環

境

省

一

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造

等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
二
項
各
号
又
は
第
三

項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
化
学

物
質
そ
の
他
の
同
条
第
五
項

に
規
定
す
る
評
価
を
行
う
こ

と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
な
い

も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大

臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環

境
大
臣
が
指
定
す
る
化
学
物

質
を
定
め
る
件

二
七
62
三
一

二

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造

等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第

十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
優

先
評
価
化
学
物
質
の
指
定
を

取
り
消
し
た
件

三
〇

四

三

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造

等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
経
過
措
置
を
定
め

る
政
令
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も

の
と
さ
れ
た
化
学
物
質
の
審

査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
化

学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等

の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
四

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
同
条
第
一
項
第
三
号
に

該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
判

定
し
た
新
規
化
学
物
質
と
し

て
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産

業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
が
公

示
す
る
化
学
物
質
の
名
称
の

一
部
を
改
正
し
た
件

三
一
69


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